
 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

ごはん  ★週４回（月・火・水・金曜日） 

米は市内産の富山米「富富富」を使い、給食センターで炊飯します。カレーライス

の時は、麦入りのご飯になります。また、季節や行事にちなんで、混ぜご飯やピラフ

等も取り入れています。 

パン  ★週１回（木曜日） 

無漂白の小麦粉を使用しています。コッペパン、はちみつ入りコッペパン、米粉入

りパン等が出ます。年１回は、揚げパンの実施を予定しています。 

おかず 

  

煮物、焼き物、揚げ物、蒸し物、和え物、炒め物、汁物とバラエティに富んだ料理

を心がけています。家庭では摂取しにくい食品(魚介類、豆類、海そう類、種実類な

ど)や不足しがちな栄養素（ミネラル・ビタミン）を多くとれるよう、工夫しています。ま

た、毎月１３日前後を「ひみの日」として、地域でとれた食材等を使った献立を実施し

ています。市役所の農林畜産課や生産者、青果業者と連携して、積極的に地場産

の野菜を使用しています。 

牛乳  ★毎日 

成長期の児童生徒に必要なたんぱく質やカルシウムがたくさん含まれています。

そのため、給食に毎日１本（200ｍｌ）ついています。 

 
令和 5年度 4月号 

氷見市学校給食センター 

 

◇毎月１９日は、「食育の日」です。家族で食生活について考えてみましょう。 

◆氷見市学校給食センターの給食について 
氷見市学校給食センターで調理した給食を各学校へ配送しています。 

 

新年度が始まりました。学校給食は、子どもたちが栄養バランスの

とれた食事を先生やクラスの仲間と一緒に食べながら、心のふれあい

の中で健やかな成長を願い、さらに大切な食文化、望ましい食習慣や

マナー、社交性や助け合い、自然の恵みや働く人への感謝の気持ち

を育むことをその目標にしています。本年度も安全でおいしい給食を

目指していきますので、ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願い

いたします。 
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昨年度に引き続き、卵アレルギーの除去食を行います。除去食は、専用の容器を色の違うトレイ
にのせて渡されます。食物アレルギーは、時には命にかかわることもあるので、クラスみんなで気
を付けるようにしましょう。 

「人を良くすると書いて『食』」といわれます。「食」という漢字のそもそもの成り立ちとは違うそう

ですが、食べ物や食べ方の大切さをよく言い当てたものだと思います。 

 心身の健やかな成長を願い、学校教育の一環として行われる学校給食には、食を通した人間

形成や生きる力を育むため、次のような目標が定められています。 


